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～今月の表紙～

道の駅国見あつかしの郷が 5 月 3 日、
グランドオープンしました。当日は
記念セレモニーが開催され、太田町
長をはじめ関係者は来場者とともに
風船を一斉に放ち、待望のオープン
を華やかに飾りました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　文治 5 年（1189 年）、藤原泰衡が源頼朝の率いる鎌倉軍を迎え撃ち、奥州合戦最大の激戦地となった「阿津賀志山」。
山麓には、江戸時代の難所跡「旧奥州道中国見峠長坂跡」が残り、また JR 東北本線、東北自動車道、国道 4 号などが縦走し、
今も昔も交通の要衝となっています。
　「阿津賀志山」は、この戦いが記された鎌倉幕府の歴史書「吾

あづまかがみ

妻鏡」に登場しますが、その名称は平安時代に編纂さ
れた辞書「倭

わみょうるいじゅしょう

名類聚抄」に記載の「陸
む つ の く に か り た ぐ ん

奥国刈田郡篤
あつ

借
かし

郷
ごう

」（宮城県白石市南部一帯の地域）という地名に関連するので
はないかと考えられています。
　合戦の際、山麓に築かれた防塁（二重堀）は今もその姿を残し、「道の駅国見あつかしの郷」の屋根のデザインにも
用いられました。
　裾野の穏やかな田畑より山頂を望み、そっと目を瞑って、八百数十年の歴史に想いを馳せてみたいものです。

阿
あ つ か し

津賀志山
やま

（国見町文化財センター「あつかし歴史館」（旧大木戸小学校）より撮影）
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道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

の
竣
工
式
が
4
月
27
日
、
現
地

で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
１
５
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

 

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

竣
工
式
で
は
、
太
田
久
雄
国

見
町
長
が
「
道
の
駅
が
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
、
防
災
拠
点
、
町
の

活
性
化
の
施
設
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
、
そ
の
後
関
係
者
ら
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
道
の
駅
建
設

に
尽
力
さ
れ
た
工
事
関
係
者
に

太
田
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た

皆
さ
ま

株
式
会
社
晃
建
設

代
表
取
締
役　

野
地
勝
巳　

様

株
式
会
社
渡
辺
建
設

代
表
取
締
役　

渡
辺
一
郎　

様

株
式
会
社
フ
ォ
ル
ム
建
築
計
画

代
表
取
締
役　

安
藤
正
道　

様

福
島
建
築
設
計
協
同
組
合

代
表
理
事　

平
子
恵
俊　

様

有
限
会
社
佐
藤
測
地

代
表
取
締
役　

佐
藤
辰
雄　

様

竣工式で行われたテープカットの様子

福
島
交
通
観
光
と

相
互
協
力
契
約
締
結

　

国
見
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

と
福
島
交
通
観
光
株
式
会
社
の

相
互
協
力
契
約
の
調
印
式
が
4

月
20
日
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か

し
の
郷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
契
約
は
、
ま
ち
づ
く
り

会
社
と
福
島
交
通
観
光
が
連
携

し
て
ツ
ア
ー
な
ど
に
道
の
駅
を

取
り
込
む
こ
と
で
、
県
内
外
に

道
の
駅
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
ま

し
た
。
太
田
久
雄
ま
ち
づ
く
り

会
社
代
表
取
締
役
は
「
福
島
交

通
観
光
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し

て
道
の
駅
の
活
性
化
を
推
進
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
相
山

進
福
島
交
通
観
光
代
表
取
締
役

社
長
は
「
魅
力
発
信
の
た
め
頑

張
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。握手する太田代表と相山社長（右）

道の駅オープンに向けて
さまざまなご支援をいただきました
1株式会社福梁製作所の村岡賢一代表取締役社長より、傘袋を自動で装着

　する「傘ポン」を 3 台寄贈いだだきました。

2道の駅を施工した㈱晃建設（野地勝巳代表取締役）と㈱渡辺建設（渡辺

　一郎代表取締役）より、屋外広場に遊具を寄贈設置していただきました。

3福島県酒類卸株式会社の藤田博文代表取締役社長より、「益々繁盛 ( 升升

　半升）」を祈念して、二升五合の国見あつかしさんを寄贈いただきました。
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